
東日本大震災対策委員会 被災地域の復興グランドデザイン分科会（第２回） 

議事要旨 

                                   

【日時】 平成２３年５月９日（月） １０：００～１２：００ 

【場所】 日本学術会議 ５－Ａ（１）会議室 

【議題】 

1) 前回議事要旨（案）の確認 

2) 各委員からの復興グランド・デザインの意見の要点 

3) 報告書の取りまとめ方針について 

4) その他 

【資料】 

資料１ 前回議事要旨（案） 

資料２ 委員からのご提案 

参考１ 委員名簿 

【出席者】進士五十八、石川幹子、大西隆、淡路剛久、江原由美子、武田和義、 

西澤直子、河田潤一、森田朗 

       事務局：石原参事官、他 

 

記 

 

１．各委員からの提案と論議 

＜農業、農地関連＞ 

西澤：土壌汚染被害からの復旧について。 

 

武田：当面、森林として確保。樹林をしておき、３０年間木質バイオマスとして凍結。 

その間に放射能が半減。 

 

大西：福島。警戒区域、避難計画区域の区別。 

    首長、住民ともに納得していない。モニタリングを緻密に行い、現実をデータとし 

て明示する。学術会議は、測定のポイント、精度について提言。 

 

  西澤：汚染のデータがとれれば、樹木か、植物か、あるいはどのような品種かなどの

選択ができる。 

     セシウム、ストロンチウムに対して、吸収効率のよい植物については、 

六ヶ所村環境技術研究所のレポートがある。（ヒマワリ、スベリヒユ等） 

 



  石川：仙台以南の低平地については、強制排水により、農地を維持してきた。 

           面積が広大であり、農地そのものをどうするかという、土地利用政策が必要で 

ある。 

 

    ＜市民社会＞ 

     河田：課題、生きる柱、地域と産業の再建、関東広域圏被爆対応プロジェクト 

             提案：鎮魂碑、（仮）国立東北水産・農業研究所の設立。 

（仮）百年未来機構の設立 

 

  森田：行政学。冷静な判断が必要。 

     災害時の三段階、①救済、②仮設住宅、③復興 

     今回は、第一段階の救済が終わっていない。特に高齢者については、 

     当面行うべきことがたくさんある。 

      特色：広域にわたる災害。被害が厳しいところの救済が必要。 

         道路、港湾の復興は、かなり、速かった。 

         生活の問題に対する絶望感。首都圏への移動（若者は帰らない。） 

         東北地方に集積の起点をつくる必要がある。 

         被災地の医療データを、つくっておく必要がある。 

 

＜医療とこころのケア―＞ 

   江原：高齢者が多い。年金がない方々が多い。 

      障害者、高齢者のケア―が断たれている。 

      いのちを大切にする鎮魂碑（５００キロ） 

      女性の力を活かす。ＤＶの問題。家族の絆 

    

＜学術会議として、何を提言するか＞ 

   淡路：基本原則 

       ・防災的視点：意思決定のプロセス。 

       ・持続可能な地域 

       ・歴史的・文化的アイデンティティー 

       ・人権と財産権の保護 

      

     復興案の意志決定プロセス 

       ・空間スケールと意思決定の仕組み（地域、県、国） 

       ・地域の意志を反映したロードマップの作成 

       ・宮城県の復興方針（作文の印象） 



 

＜災害から立ち上がったランドスケープ：の杭州の事例＞ 

   進士：洪水対策、水質汚染、からよみがえった西湖 

      復旧、復興の区分はない。多様なランドスケープがあってよい。 

 

＜国の復興会議の状況＞ 

大西：「生活の再建、生産機能の再建」が焦点 

      防波堤、防潮堤（防御施設）、と津波に備えたまちの構造。 

      堤防の高さを決めないと進まない状況。 

      ５月１０日：各委員の提言をまとめたプレゼンテーションを行う。 

      毎週土曜日に開催。６月末に第一次提言を出す予定。 

 

 

＜まとめ方＞ 

  進士 

・広域的視点が必要：日本の国家としての在り方が必要。 

   ・世界の都市間競争とは、異なる多様性が必要。 

   ・後藤新平：生物学の思想。 

  広渡 

５月２日、復興会議から依頼。 

学術の立場から「論点」を出すことを要請されている。 

国の復興会議の中間提言、６月下旬目標。 

基本的論点を先に示す。 

分野で抜けおちているものを検討。 

第一次原案をだす。（５月３０日） 

 

森田 

財政の問題は、どのようにするのか。 

経済学委員会は、すでにだしている。レポートを読む。 

成長ではなく、衰退の局面を認識すべき。 

公平の視点が重要。地域間の公平、世代間の公平、これをどのように考えるか。 

   ２０５０年には、高齢化率４０％となる。これまでの通りでの復興は、無理。 

 

江原 

１００年後を見据えた復興。 

   アーカイヴ、鎮魂碑 



河田 

理念とメソレヴェルの復興を連動させていく。 

 

  淡路 

福島への提言が必要。 

国の視点と、地域の視点の意志決定のプロセス。 

 

大西 

明日の復興会議では、自治体がグランドデザインを策定するための支援が必要 

という提案を行う予定。 

＜進士＞ 

時系列、体系的整理を行う。 

広域、国土、国際、の視点を強化。 


